放医研機関リポジトリの再構築（H26北大総合技術研究会報告集） by 下村 岳夫 & 大竹 淳
  
放医研機関リポジトリの再構築 
○下村岳夫 A), 大竹淳 A) 
















－平成 22 年度学術ポータル担当者研修参加：「機関リポジトリとは何か」「その技術や課題は何か」を把握。 



























－所内外他システムの Web-API を利用したシステム連携（データインポート機能） 
－自然な流れに沿った入力手順と、入力分類の統廃合（ユーザが迷わないインターフェース） 
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